
学科名：

2019年度計画 2019年度実行内容

中期目標に対する中期計画の具体的
項目

各部局で、中期目標・中期計画に
基づいて計画する（具体的に期限
やレベルなど数値目標を挙げて定
量的に記載する）

（2019年度計画の具体的実行内容
を具体的に期限やレベルなど数値
目標を挙げて定量的に記載する）

年度の中間及び年度末に計画の達成状況を評価する。
該当する項目については、セルを分割して、上段に中間
報告、下段に最終報告を記載する。

1-①教員協力の下で、受検率がアップした3年次対象で
ガイダンスのプログラムのR-CAP受検後の解説および自
己分析講座参加誘導を行う予定。Ⅰ-②早期からマン
ツーマンでの対応を行っている。 1-③主に学生のニー
ズを踏まえ各自治体教育委員会から担当者を招き採用試
験説明会を開催している。9月末現在11自治体を招い
た。学生参加述べ340名。最終合格発表以降は講師登録
説明会を開催予定し不合格者のモチベーション維持を促
す。1-⑤お盆期間中当課を開室し、採用試験2次対策の
サポートを行った。（卒業生参加あり）Ⅱ-①2019年度
幼保就職ガイダンスのプログラムに現場経験職員による
内容を追加し実施予定。Ⅱ-（2）主に情報の少ない他府
県の自治体より担当者を招き、説明会を開催した。（姫
路・島根）Ⅱ-（3）直接来課する者、電話での相談対応
を行っている。9月末現在5名。 １・Ⅱ共通
学生が利用し易い環境整備として、相談ブースの設営の
ため、レイアウト案を提示し、商品の発注依頼まで漕ぎ
つけている。ポップ作成により資料閲覧をし易い工夫を
行っている。

Ⅰ・Ⅱに関しては、教職・保育職を目指す学生に多くの
情報提供をしながらの支援を行った。各自治体による募
集説明会、採用試験対策説明会等の学内説明会の開催に
おいては、今年度全17回開催（昨年14回）と昨年を上回
る開催回数となった。次年度以降も学生の希望、出身地
等学生のニーズに沿うなどエリアの拡大を踏まえ、機会
を設ける準備を進めている。Ⅰ-①・②に関して、キャ
リアセンターと合同で実施している3年次対象で実施の
Ｒ-ＣＡＰの受検では、教員の協力を得ることで、昨年
より約40％増の受検率となり、就活準備の動機付けや自
己分析ツールとして大いに役立てることができている。
このような結果からも今後更に教職員間の情報共有も大
切にしていきたい。

学生に対する修学支援、生活支援、進
路支援など、学生支援に関する方針を
明示する。

Ⅰ.教職を目指す学生支援の方針を
周知する。Ⅱ.幼保進路支援の方針
を周知する。（1）保育士模擬試験
の実施（2）各自治体からの情報提
供（3）既卒者支援（4）その他求
人票の公開Ⅰ・Ⅱ共通ラウンジで
の資料閲覧

Ⅰ-①専門に特化したガイダンスを
開催する。1-②採用試験出願書類
準備サポート。Ⅰ-③各自治体の速
やかな情報提供。 Ⅰ-④その他私
学等の募集情報提供１-⑤採用試験
2次対策の支援を行うⅡ-①専門に
特化したガイダンスの見直し。Ⅱ-
②履歴書等添削。Ⅱ-（2）各自治
体からの幼保募集情報の提供。Ⅱ-
（3）退職希望または再就職希望の
既卒者の対応をきめ細やかに行
う。（4）本学で受理した求人情報
の 速 や か な 提 供 。
Ⅰ・Ⅱ共通学生が資料閲覧、進路
相談等に訪れ易い環境整備を行
う。

就実大学大学院・就実大学の中期目標・中期計画に基づく各部局年度計画及び実行計画と達成状況

部局名： 　保育・教職支援センター

計画達成状況
　部局及び学科における2019年度計画と実行内容

［学生支援］
教育の理念・目的を実現するために
学生支援に関する方針を明確にし、
学生が学修に専念し、安定した学生
生活を送ることができるよう、修学支
援、生活支援および進路支援を適
切に行う。

中　期　目　標 中　期　計　画

計画：2019年5月10日／中間報告：2019年9月30日／最終報告：2020年3月31日



１-①ガイダンスにより専門就職の魅力伝える。一般就
職希望・専門就職希望何れも公平な立場での相談対応を
行う。あくまでも本人の気持ちを尊重し、否定的や押し
つけがましい対応にならないことに留意している。1-②
キャリアセンターとの情報共有を常に行いながら、経済
的理由により教職を断念した学生、教職課程必修科目不
合格者等へのきめ細やかな対応を行っている。対応結果
によっては今後キャリアセンターへのサポートへ誘導し
ていく予定。Ⅰ-③主に幼保においては、当課による採
用お礼訪問、教員による採用・実習訪問で得た情報を密
に共有しあうことで、在学生の状況や卒業生の情報等細
かく得られ、指導に生かすことができている。Ⅱ-(2)③
次年度より教員採用試験対策課外講座（東京アカデ
ミー）担当を担うための準備を進めている。Ⅲ-①今年
度より永年の現場経験を経た職員動員により、幼保就職
ガイダンスに積極に関わってもらう。さしあたり後期か
ら始まる就職ガイダンスでは、現場の魅力を伝えること
を目的としたガイダンスのコマを設け、実施予定。ま
た、履歴書添削、模擬面接対応にも積極的に関わっても
らっている。 Ⅳ学生が利用し易い環境整備とし
て、資料の配架においてはポップで表示する等の工夫を
している。

キャリア支援に関する組織体制を整備
し、進路選択に関わる指導・ガイダンス
を実施する。

Ⅰ.2019度から新体制となったセン
ターを全学的組織として機能強化
を図る。
①キャリアセンターとの業務の棲
み分けにより専門性の高い支援を
行う。
②キャリアセンターとの情報共有
の下、業務を円滑に進める。
③保育・教職課程および専門就職
の窓口を一元化することにより総
合 的 な 支 援 体 制 を 整 え
④人事補強の結果、現場の情勢に
精通した保育・教職支援センター
を実現する。
Ⅱ教職に向けた進路の方針を周知
する。
（1）教員採用試験説明会
（2）学内課外講座・学外研修
（3）教員採用模擬試験
（4）就職直前指導力養成講座
（5）既卒者支援
Ⅲ.幼保進路支援の方針を周知す
る。
①幼保就職ガイダンスの見直しと
実践
②保育士模擬試験の実施③各自治
体からの情報提供
④既卒者支援
Ⅳその他〇求人票の公開〇ラウン
ジでの資料閲覧

Ⅰ-①専門、一般の進路への迷いの
ある学生への細やかな対応を実践
する。専門就職の魅力を伝え専門
就職率の向上に努める。
Ⅰ-②学生の進路決定情報を的確に
把握するためキャリアセンターと
の情報共有をおこなう。
Ⅰ-③実習関連業務と就職支援業務
を兼ねることにより学生の情報及
び受け入れ先の情報について、教
職員間でより正確な情報共有に努
める。
Ⅱ-（1）-①1～3年生教員採用概要
説明
（１）-②3年次プレガイダンス
（1）-③4年次直前説明会
（2）-①教師への道研修
（2）-②教師への道インターー
シップ（2）-③東京アカデミ学内
課外講座（3）教員採用模擬試験
（4）-①教員採用試験体験談報告
会（4）-②新採用教員体験報告会
（5）-①講師登録説明会
（5）-②新採用教員の勤務状況の
把握 Ⅲ-①現場に精通した
職員の配置により、ガイダンスを
専門性の高いプログラムに見直す
③各自治体からの幼保採用情報を
早期に得学生に速やかに周知す
る。
④退職希望または再就職希望の既
卒者の対応をきめ細やかにおこな
う。⑤受理した求人情報の学生周
知を速やかにおこなう。Ⅳ学生が
資料閲覧、進路相談等に訪れ易い
環境整備を行う。

［学生支援］
教育の理念・目的を実現するために
学生支援に関する方針を明確にし、
学生が学修に専念し、安定した学生
生活を送ることができるよう、修学支
援、生活支援および進路支援を適
切に行う。



Ⅰ教職・保育士資格課程業務（実習関係業務を含む)と
進路支援業務を兼ねることで学生の（家庭環境・健康
面・勉学面等々）個々のデリケイトな問題とも教員と情
報共有の下で向き合うこともあり、より慎重な対応がで
きた。Ⅱ-（2）（3）キャリアセンターから移行してき
た課外講座の教員採用試験対策講座（担当業者：東京ア
カデミー）については担当業者との連絡を密に取りなが
ら昨年12月より開講。支援金給付に繋がる公欠扱い等も
含め慎重な対応を行えている。Ⅱ-④既卒者支援面とし
て、教職課程においては採用試験再チャレンジの15名が
当センターを訪れ、支援を行った。当センターに報告が
あった範囲では7名の合格を把握。幼保関連では、5名が
当センタ-を訪れ内3名が再就職に関する相談対応であっ
た。3名全員再就職に漕ぎつけた。Ⅳ学生が利用し易い
環境設置として、3個の相談ブースを設置。仕切りを設
けることでプライバシーが守られ、学生の安心感に繋
がっている。また、相談内容によっては別室へ移動する
などの細やかな配慮の下柔軟な対応を行った。資料コー
ナーには学生の出身や希望に沿った各自治体の過去問題
集を配架。現在、次年度に向けての準備として学生の
ニーズを調査中。2019年４月から2020年３月現在の今年
度の等センター利用学生数は、大学・短期大学延6582名
と利用が活発化している。

（1）-④教職課程履修者の実習窓口を担うことで実習中
の学生の諸問題についての情報共有が教員といち早くで
き、学生指導における連携強化が図れている。（3）-②
出願書類・履歴書添削、模擬面接等採用試験のプロセス
に沿った早め早めのサポート体制が整っている。現場経
験豊富な職員により、学生の気持ちに寄り添った指導が
実現できている。何度も訪れる学生が増加に繋がってい
る。

キャリア支援に関する組織体制を整備
し、進路選択に関わる指導・ガイダンス
を実施する。

Ⅰ.2019度から新体制となったセン
ターを全学的組織として機能強化
を図る。
①キャリアセンターとの業務の棲
み分けにより専門性の高い支援を
行う。
②キャリアセンターとの情報共有
の下、業務を円滑に進める。
③保育・教職課程および専門就職
の窓口を一元化することにより総
合 的 な 支 援 体 制 を 整 え
④人事補強の結果、現場の情勢に
精通した保育・教職支援センター
を実現する。
Ⅱ教職に向けた進路の方針を周知
する。
（1）教員採用試験説明会
（2）学内課外講座・学外研修
（3）教員採用模擬試験
（4）就職直前指導力養成講座
（5）既卒者支援
Ⅲ.幼保進路支援の方針を周知す
る。
①幼保就職ガイダンスの見直しと
実践
②保育士模擬試験の実施③各自治
体からの情報提供
④既卒者支援
Ⅳその他〇求人票の公開〇ラウン
ジでの資料閲覧

Ⅰ-①専門、一般の進路への迷いの
ある学生への細やかな対応を実践
する。専門就職の魅力を伝え専門
就職率の向上に努める。
Ⅰ-②学生の進路決定情報を的確に
把握するためキャリアセンターと
の情報共有をおこなう。
Ⅰ-③実習関連業務と就職支援業務
を兼ねることにより学生の情報及
び受け入れ先の情報について、教
職員間でより正確な情報共有に努
める。
Ⅱ-（1）-①1～3年生教員採用概要
説明
（１）-②3年次プレガイダンス
（1）-③4年次直前説明会
（2）-①教師への道研修
（2）-②教師への道インターー
シップ（2）-③東京アカデミ学内
課外講座（3）教員採用模擬試験
（4）-①教員採用試験体験談報告
会（4）-②新採用教員体験報告会
（5）-①講師登録説明会
（5）-②新採用教員の勤務状況の
把握 Ⅲ-①現場に精通した
職員の配置により、ガイダンスを
専門性の高いプログラムに見直す
③各自治体からの幼保採用情報を
早期に得学生に速やかに周知す
る。
④退職希望または再就職希望の既
卒者の対応をきめ細やかにおこな
う。⑤受理した求人情報の学生周
知を速やかにおこなう。Ⅳ学生が
資料閲覧、進路相談等に訪れ易い
環境整備を行う。

①大学・短大改革の将来構想： 10年先
を見据えた大学・短大組織のあり方、将
来構想案を策定する。②IR機能の強化：
学内外の情報を収集、解析、管理、公
開し、戦略的な大学改革や広報活動へ
活用する。③教学・事務組織の再編：教
学・事務組織の充実・効率的運営、業務
の合理化、教職協働体制の充実を図
る。④センター構想：幼保教職支援及び
教養教育の効率的な運営組織へ改組、
兼任教職員を配置して支援強化する。
⑤FD・SD活動等の活性化：FSD研修会
の開催、学外研修会参加の推奨による
教職員の資質向上を図る。⑥教員業績
評価制度改革：教育、研究、社会貢献、
学内貢献等のきめ細かな評価で賞与等
へ反映する。⑦PDCAサイクルの検証：
外部評価委員や学内学生の参画による
自己点検・評価・改善制度を構築する。
⑧国の政策・事業への対応：高等教育
無償化要件、私立大学等改革総合支援
事業に全学的に取り組む。

（１）-④保育・教職課程および専
門就職の窓口を一元化することに
より総合的な支援体制を整える
（3）-②人事補強により教育現場
の情勢に精通した保育・教職支援
センターを実現化する。

（1）-④教職課程に関する業務お
よび専門就職に関する業務の窓口
を一元化することで学生サービス
の向上を図る。教職員間の情報共
有が密に且つ正確に行える。
（3）-②教育・保育現場経験者の
職員配置により、公立学校、公立
幼保採用試験合格に向けた学生指
導強化を図る。ガイダンスの内容
を見直し現場の情報を正しく伝え
学生のモチベーションアップに繋
げる。

［特色ある取り組み］
社会を意識して学び、学生自ら
が成長を実感できる教育改革、
充実した学生生活支援、新たな
価値を創出する地域連携活動な
どを通して、本学の魅力や教

育・研究の質を高め、個性を磨
いて差別化を図るため、特色あ
る大学改革を推進する。「未来
社会を力強く生き抜く人材を育
成し、地域と共に輝く大学」を
目指し、全教職員がベクトルを
合わせて下記の重点課題に取り
組み、目標達成に向けて努力す

る。
（１）教学ガバナンス・マネジ
メントの強化による内部質保

証：組織的な大学改革への取り
組み

（２）3ポリシーを具現化した教
育改革による学びの保証： カリ
キュラムマネジメント体制の構

築
（３）満足度向上に繋がる学生
生活・修学・キャリア支援体制
の強化：学生調査に基づく改善

整備
（４）新入試制度の構築と効果
的な入試広報活動：優秀な学生

の確保と学生定員の厳格化
（５）地域活性化に繋がる教

育・研究ブランド力の強化：地
域貢献力とグローバル化の推進

【2019年度大学院・大学の主要事業計画と改革の重点事項】

［学生支援］
教育の理念・目的を実現するために
学生支援に関する方針を明確にし、
学生が学修に専念し、安定した学生
生活を送ることができるよう、修学支
援、生活支援および進路支援を適
切に行う。



(1)教職・保育士資格課程業務（実習関係業務を含む)と
進路支援業務を兼ねることで学生の（家庭環境・健康
面・勉学面等々）個々のデリケイトな問題にも向き合う
こともあり、教員と情報共有の下学生のプライバシーを
守りながらより慎重な対応ができた。(3)今年度の各自
治体採用試験合格者数〉（教員）小学校23名、養護7
名、特別支援4名、中・高等学校3名（計37名）。講師登
録をしている学生は、配属先連絡の待ち状態である。
（幼保公立）計16名。3月中旬現在で、幼保専門就職希
望者の進路決定率は昨年に引き続き100％を維持するこ
とができた。

◆中期目標・中期計画に基づく各部局年度計画及び実行計画と達成状況の運営について◆

（２）2019年度実行内容は、2019年計画の具体的取組・実行内容を具体的にかつ定量的（数値的）に記載する。
（３）計画達成状況は、年度途中（9月末）、年度末（３月末）に計画の達成状況を部局長及び学長が評価し、次年度計画の参考とする。

（１）2019年度計画は、就実大学大学院・就実大学中期目標・計画の具体的な取組・実行内容に基づいて計画する。中期目標・計画に関連して、新たな取組がある場合は項目を増やして記載する。

①大学・短大改革の将来構想： 10年先
を見据えた大学・短大組織のあり方、将
来構想案を策定する。②IR機能の強化：
学内外の情報を収集、解析、管理、公
開し、戦略的な大学改革や広報活動へ
活用する。③教学・事務組織の再編：教
学・事務組織の充実・効率的運営、業務
の合理化、教職協働体制の充実を図
る。④センター構想：幼保教職支援及び
教養教育の効率的な運営組織へ改組、
兼任教職員を配置して支援強化する。
⑤FD・SD活動等の活性化：FSD研修会
の開催、学外研修会参加の推奨による
教職員の資質向上を図る。⑥教員業績
評価制度改革：教育、研究、社会貢献、
学内貢献等のきめ細かな評価で賞与等
へ反映する。⑦PDCAサイクルの検証：
外部評価委員や学内学生の参画による
自己点検・評価・改善制度を構築する。
⑧国の政策・事業への対応：高等教育
無償化要件、私立大学等改革総合支援
事業に全学的に取り組む。

（１）-④保育・教職課程および専
門就職の窓口を一元化することに
より総合的な支援体制を整える
（3）-②人事補強により教育現場
の情勢に精通した保育・教職支援
センターを実現化する。

（1）-④教職課程に関する業務お
よび専門就職に関する業務の窓口
を一元化することで学生サービス
の向上を図る。教職員間の情報共
有が密に且つ正確に行える。
（3）-②教育・保育現場経験者の
職員配置により、公立学校、公立
幼保採用試験合格に向けた学生指
導強化を図る。ガイダンスの内容
を見直し現場の情報を正しく伝え
学生のモチベーションアップに繋
げる。

［特色ある取り組み］
社会を意識して学び、学生自ら
が成長を実感できる教育改革、
充実した学生生活支援、新たな
価値を創出する地域連携活動な
どを通して、本学の魅力や教

育・研究の質を高め、個性を磨
いて差別化を図るため、特色あ
る大学改革を推進する。「未来
社会を力強く生き抜く人材を育
成し、地域と共に輝く大学」を
目指し、全教職員がベクトルを
合わせて下記の重点課題に取り
組み、目標達成に向けて努力す

る。
（１）教学ガバナンス・マネジ
メントの強化による内部質保

証：組織的な大学改革への取り
組み

（２）3ポリシーを具現化した教
育改革による学びの保証： カリ
キュラムマネジメント体制の構

築
（３）満足度向上に繋がる学生
生活・修学・キャリア支援体制
の強化：学生調査に基づく改善

整備
（４）新入試制度の構築と効果
的な入試広報活動：優秀な学生

の確保と学生定員の厳格化
（５）地域活性化に繋がる教

育・研究ブランド力の強化：地
域貢献力とグローバル化の推進


